教師用指導資料（裏）

インターネットの情報は、自分の目で確認を！
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　この例では、掲示板に金魚の飼育方法を質問し、回答された通りに実行したら大切な金魚が死んでしまったというものです。インターネットは、必要な時にすぐに情報を得ることができ、とても便利なものです。しかし、その情報を100％信じ、他のサイトや書籍などで調べることをしないと、間違った行動をとってしまうこともあります。
間違った情報には、見ている人を混乱させるために、意図的に間違った情報を掲載しているものと間違いに気づかずに情報を掲載している場合があります。情報を利用する側がその情報の真偽をしっかり判断して利用することが大切です。
●意外と多いネット上の間違い情報！　47.4％の人が間違い情報を経験！！

	【今日のポイント】
	【間違った情報への対処方法】

	・インターネットの情報には、間違った情報も含まれているということ。
・インターネットの情報については、自己責任であるということ。
	・ひとつの情報だけでなく、別のサイトでも確認する。もしくは、その情報について詳しい人に聞いたり、書籍で確認したり必ず自分で調べること。


　みかんさんは、ぶどうさんのアドバイスを１００％信じて水槽に塩を入れてしまいました。結果、お父さんが大切に飼っていた、高価な金魚まで死んでしまいました。


　みかんさんの行動は、どこが問題だったのだろう？？？
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�HYPERLINK "http://japan.internet.com/"�インターネットコム�と �HYPERLINK "http://research.goo.ne.jp/" \t "_blank"�goo リサーチ�が行った


「インターネットにおける情報の信頼性」に関


する調査によると、こういった情報の間違いを


経験したことがあるユーザーは全体（1,041人）


の47.36％（493人）で、間違った情報が掲載さ


れていたのは（複数選択可）「ネット掲示板」が


トップで、297人、2位が「Blog」の227人。


以下、グラフ参照。�ネット上の情報を見極める必要性について「必


要ある」というユーザーは98.37％で、前回から


0.74ポイント上昇していた。間違った情報を目に


したユーザーが増えたことで、ネット上の情報を


疑うユーザーも若干増えたようだ。


（デイリーリサーチ2007年5月より）








